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               研究目的
 正常者, および軽中等症の本態性高血圧症患者において, 血圧は一般に日中覚醒時に高く, 夜
 間睡眠時に低くなるという血圧日内変動性を示す。 近年, 夜間降圧の程度により血圧日内変動パ
 ターシを夜間降下型 (dipper) と夜間非降下型 (non-dipper) に分類したとき, non-dipper では
 左室肥大や脳血管障害などの臓器障害が著しいことが報告されている。 また, 自由行動下血圧
 (ambulatory blood pressure:ABP) に関するいくつかの研究では, 夜間降圧度は年齢や ABP
 レベルに関連することが報告されている。 今回, 我々は地域住民を対象に ABP と検診時随時血
 圧 (casual blood pressure:CBP) を測定し, 夜間降圧と夜間血圧 レベルに影響を与える因子を
 検討 した。
               研究方法
 岩手県大迫町の2地区の住民 3,533 人のなかで, 20歳以上の地域住民 2,728名を対象に, 1986
 年から CBP および ABP を測定し, 706 名の未治療対象において年齢, 血圧 レベルおよび他の因
 子の夜間降圧に対する影響を検討した。 統計学的手法として, 夜間降圧度およ び夜間降圧率と, CBP,
 24時間平均血圧値, 昼間平均血圧値, 夜間平均血圧値, それぞれの血圧のSD, 脈拍数, 脈拍数
 の SD, 脈圧, 年齢, 性別, BMI とで単相関を検討し, 次いでこれらの変数を用いて重回帰分析
 を行った。
               研究結果
 夜間降圧度およ び夜間降圧率と他のパラメ 一夕ーとの単相関分析の結果, 夜間降圧度および夜
 間降圧率のいずれも昼間血圧の上昇にともない増大 し, 夜間血圧の上昇にともない減弱した。 し
 かしながら, 昼間血圧の上昇にともない夜間血圧も上昇した。 さらに, 夜間降圧度は男性では加
 齢にともない減弱を示 したが, 女性では夜間降圧度の加齢変化を認めず, これに対 し夜間降圧率
 は, 男女ともに加齢にともない減弱した。 また, 夜間降圧度と極めて強い相関を示した 24時間
 血圧のSD (収縮期血圧 r=0.62, p<0.0001;拡張期血圧 r=0.52, p<0.0001) で, したがっ
 て, 24時間血圧の SD は血圧日内変動性, 特に夜間降圧によって規定されると言える。
 単相関において24時間血圧の SD, および昼間血圧, 夜間血圧が夜間降圧度と強い相関を示し
 たことか ら, これらを独立変数から除外 し, 夜間降圧度および夜間降圧率を目的変数と して重回
 帰分析を行った。 その結果, 昼間脈圧が正に, 夜間脈圧が負に相関し, これら二つのみが夜間降
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  圧度およ び夜間降圧率に独立 して寄与した。
㌔
   血圧日内変動を夜間降下型 (dipper) と夜間非降下型 (non-dipper) に分類したとき, 今回の
  地域住民を対象と した調査では non-dipper は高齢正常血圧男性に多く認められた。 これに対 し,
  過度の夜間降圧を示す例 (extreme-dipper) は, 70歳以上の高齢高血圧女性に多く認められた。
                まとめ
 ベルの上昇にと もな い上昇す る。
 6 その他, 脈圧, 心拍数, 白衣現象が夜間降圧に独立して影響する。
 7 24時間血圧値のSD は, 夜間降圧によって規定される。
 1 夜間降圧度および夜間降圧率は, 昼間血圧 レベルの上昇に伴い増大す る.。
 2 夜間降圧度およ び夜間降圧率は, 夜間血圧 レベルの上昇に伴い減少する。
 3 昼間血圧 レベルの上昇とともに夜間降圧度は増大するが, 夜間血圧レベルはなお昼間血圧レ
 4 高齢高血圧女性で, 高度な夜間降圧を認める場合がある。
 5 中高年正常血圧男性で, 夜間非降下型血圧パターンを示す確率が高い。
                  考察
   本研究により, 一般地域住民における血圧日内変動性が, 初めて明らかになった。 昼間血圧が
  高い対象の夜間血圧は, 昼間血圧が正常である対象よりも有意に高値であった。 したがって, 高
  血圧症患者における血圧は, 原則的に 24時間にわたる均等な降圧が必要である。 高齢者におけ
 f' る夜間降圧度および夜間降圧率の減弱は, 夜間脈圧の増大をともなっている。 したがって, 夜間
  降圧度および夜間降圧率の減弱は, 大血管の容積弾性低下, およびそれにともなう圧受容体機能
 1 の低下によって引き起こされているものと思われる。 しかしながら, 高齢高血圧女性では過度の




 正常者及び軽中等症の本能性高血圧症患者において, 血圧は一般に日中覚醒時に高く, 夜間睡
 眠時に低くなるという血圧日内変動性 (circadian variation) を示すが, 高血圧性臓器障害の
 進行や加齢に伴い, 血圧日内変動が減弱 したり消失することが認められる。 近年, 夜間降圧の程
 度により血圧日内変動ノ.{ターンを夜間降下型 (dipper) と夜間非降下型 (non-dipper) に分類し
 た時, 特に後者で左室肥大や脳血管障害な どの臓器障害が著しいことが報告されている。 一方,
 dipper において過度の夜間降圧を示す例 (extreme-dipper) が存在し, この extreme-dipper で
 は, dipper に比 し無症候性脳血管障害が多く認められることが報告されている。 さらに, 自由
 行動下血圧 (ambulatory blood pressure:ABP) に関するいくつかの研究では, 夜間降圧度は
 年齢や ABP レベルに関連することが報告されている。 これらの血圧日内変動性に関する報告は,
 高血圧症患者を対象に検討が行われていた。
 本研究では, 北日本の地域住民を対象に夜間降圧と夜間血圧 レベルに影響を与える因子を検討
 し, さらに non-dipper 及び extreme-dipper の出現頻度について検討を行った。 その結果, 夜間
 降圧度及び夜間降圧率は昼間血圧レベルの上昇に伴い増大 し, 夜間血圧レベルの上昇に伴い減弱
 した。 しかしながら, 夜間血圧レベルは昼間血圧レベルの上昇に伴いなお上昇した。 また, 血圧
 日内変動を夜間降下型 (dipper) と夜間非降下型 (non-dipper) に分類したとき, 今回の地域住
 民を対象とした調査では non-dipper は高齢正常血圧男性に多く認め られた。 これまでの報告で
 は, 臓器障害の著しい高血圧症患者に non-dipper が多く認められるとしており, 高齢正常血圧
 男性にnon-d量pper が多く認められるという報告は本研究が初めてである。 さらに, 過度の夜間
 降圧を示す例 (extreme-dipper) は 70 歳以上の高齢高血圧女性に多く認められた。 しかしなが
 ら, この extreme-dipper の夜間血圧レベルは, 正常血圧対象のそれに比し有意に高値であった。
 すなわち, 昼間血圧が高い対象の夜間血圧は, 昼間血圧が正常である対象よりも有意に高値であ
 り, したがって高血圧症患者における血圧は, 原則的に 24 時間にわたる均等な降圧が必要であ
 る。
 本研究により血圧日内変動性に影響を及ぼす様々な要因が分析され, 降圧療法における新しい
 視点をもたらすと考えられ, 博士論文に価する。
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